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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・予定していた部署懇談会は中止。今年度の抱負の書式を部署懇談会のフォルダに保存しているので作成し5/1までに提出の事。
・

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

デイケア
・見附　龍矢様　～本日よりデイケア正式利用であったが、定時を過ぎても来所なく、連絡もない為架電する。すぐに本人が電話に出られ、本日から利用予定であったが、来所しない為確認の電話をした事を伝えると、活気ない声で「体調が悪いので、行くのをやめようと思います。」と返答する。母様に代わって頂くとバス停を降りてからの坂道を登るのが億劫であると話しており、本人の気が進まない状態でデイケアを利用しても病状が不安定になる為自宅で色塗りなどをさせながら様子を見たいとの事。今後、利用希望があった際は連絡頂く事とし、終話している。
・磯島　貴広様　～久々の来所となっている。右鼠径部の粉瘤について確認すると、当初は10㎝くらいの大きさであったが、切開後は数㎝程になり、痛みも軽減したとの事。原因は清潔が不十分であり、搔いた際に菌が入ったのではないかと皮膚科医より説明があったと言う。今後はデイケアに出席すると言うが、ゴールデンウィークは長期に欠席すると話しており、せっかく減量出来た為生活リズムや食生活が不規則にならないように気を付けるように助言している。
・寺沢　彩様　　～表情穏やかに来所しており、就労について職場の管理者と相談して、来週から月～木の週4日勤務に増やして様子を見て、問題が無ければゴールデンウィーク開けから週4日の勤務になるとの事。
デイナイトケア
・古舘　ヨリ様　～青風荘より情報提供あり。金曜日の帰荘後や、就寝前にも臀部の痛みを訴え、湿布対応しているとのこと。患部の変色等は見られていないが、土日を通じて痛み訴えが聞かれていたとの事。本日のデイナイトケアでは来所後すぐにスタッフに「痛みはまだあって、階段を上がってくるのもゆるくない」と聞かれるが、運動療法に自主的に参加し、日課等も通常通り行えている。痛み増強時は無理しないように伝えると「はい」と笑顔で聞かれている。
・板橋　利美様　～青風荘より情報提供あり。18日（土）の8：00の検温で37.8℃であり、八戸ファミリークリニックに受診可能か問い合わせを行っているとの事。クリニックからは、発熱が2日以上続いた場合には保健所に相談するように、指示があったとの事で、他利用者様と隔離しグループホームで過ごしているとの事。14：30の検温で37.9℃で、喉の痛みや鼻水等の症状は一切なく、17：00で37.6℃、23：00で36.8℃と解熱し、19日（日）は8：00で36.3℃、12：00で36.0℃、その後本日の朝まで35℃台で経過しているとの事。現在も体調不良の訴えは一切なく、食欲もあるとの事であるが、他利用者様とは現在も隔離しており、デイナイトケアも欠席となる。今後の利用予定については連絡を頂く事としている。本日の午前中に青風荘スタッフから保健所に問い合わせを行ったところ、発熱期間が短く他の症状も観察されていないことから、新型コロナウイルスの可能性は極めて低いとの事で、検査は行わないとの事。デイナイトケア利用については、状態を考慮し本日より１週間休みとなる。

ショートケア
特記無し。
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